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１ 

質問・意見 市之倉地域で交流センターを建設する予定はあるか。 

回答 児童センターは市内の施設の中では比較的新しい部類に入るため、今のところは児童セ

ンターと市之倉公民館の施設は現状維持とし、交流センターを建設する予定はない。 

２ 

質問・意見 郵便局の中は業務移管に併せて改修するのか。また、駐車場についても伺いたい。 

回答 駐車場に関する懸念は把握している。今後、郵便局と調整していく。 

市之倉郵便局の中のレイアウト変更はあるが、大きな改修は予定していない。 

３ 

質問・意見 市之倉事務所は老朽化しているため、郵便局に業務移管するということか。 

回答 老朽化のため業務移管を行う方針。建物は業務移管後解体する計画である。 

４ 

質問・意見 長期的にみて計画が正しいのか、この説明だけでは分かりにくい。 

回答 今回の説明会は、短期間の対応の話である。長期的には公共施設適正配置計画で、大きく

統廃合について整理をしている。計画は 40 年間の計画になっており、今後の人口の減

少、地域の状況に照らし合わせながら４年毎に見直し、その時の状態にあったものにして

いく。 

５ 

質問・意見 市長は、「医療・福祉を守る」と言っている。診療所を解体するのであれば、その代替の

説明があると思ったが、その話が無い。どういう考えか。 

回答 市之倉診療所は、民営化後、医師が辞めたことで廃止となるが、多治見市内には、１次、

２次、３次の医療機関があるため、その医療体制はしっかり守っていく。 

６ 

質問・意見 ワクチンの接種を公民館で行うというような計画はないか。 

回答 ワクチンは、かかりつけの医療機関で打っていただくのが原則となるため、公民館での集

団接種は考えていない。 

７ 

質問・意見 公共施設適正配置計画はいつ策定したのか。何故その時点で住民に意見を聞かなかった

のか。 

回答 公共施設適正配置計画は、令和元年（平成 31年）に策定。地区懇談会で各小学校区での

説明に加え、市民との意見交換会や討議会、パブリックコメントなどの手順を踏み、策定

している。 

８ 

質問・意見 消防分団車庫と診療所の解体時期はいつか。 

回答 市の予算調整、どのように工事を行うか（敷地・道路の制約や公民館利用者の調整など）

についても検討する必要があり、まだ決定していない。調整ができたらお知らせする。 

９ 

質問・意見 区事務所所と地域振興会の事務所が地区事務所跡に入ってはどうか。 

回答 建物が老朽化しているため、市之倉地区事務所の郵便局への業務移管後、建物を解体する



2 

 

予定としている。解体に際しては、区や地域振興会と相談させていただく。 

10 

質問・意見 地区事務所の横が更地になる。ここに児童センターを持ってこられないか。 

回答 児童センターは、今後の子どもの数、利用の状況を勘案していく必要がある。また、他の

施設と比べ新しいため、当面は現状維持していく。消防分団車庫・診療所解体後の土地は、

市之倉振興会の所有のため、市が勝手に決めることができないため、提案として伺う。 

11 

質問・意見 小学校下で工事をやっているが、何になるのか。駐車場になるという話もあるが、一般の

人は停められないか。 

回答 消防団員が有事の時に駆け付けた際の駐車場となる。有事の際に消防団員が車を停めら

れないことにならないよう、一般の方の利用はできない。 

12 

質問・意見 地区事務所が来年度に移管するということは、もう大分話が進んでいるということか。 

回答 これから詳細な協議を始めていく。移転の時期は、今後、日本郵便株式会社と協議してい

く。 

13 

質問・意見 郵便局は、窓口が 2 つしかない。そこに地区事務所の窓口を設けると、狭く混雑するので

はないか。また、地区事務所と同じ業務が行えるのか。 

回答 市之倉事務所の利用者は平均して 1日 11人くらいであり、郵便局の来所者が 1日平均

20人、年金月に ATM利用者も含め 40人程と聞いている。利用者は一斉に訪れるわけ

ではないので、十分対応できると考えている。業務内容については、今後、郵便局と協議

していく。 

14 

質問・意見 共栄事務所業務が高田郵便局に業務移管されて 2 年経つが、いい話は聞かない。今願う

のは、たとえ少しでも長く地区事務所を置いてほしいということだけである。 

回答 郵便局の業務委託については、市全体の計画のなかで進めている。規模、施設の老朽化の

度合いで優先順位を検討し、共栄の次（2番目）に市之倉を進めているところ。現在、高

田郵便局で実施している。メリットとしては、現在の閉所時刻（午後１時）よりも長くな

ること。高田郵便局では、今年から、市役所をタブレット端末でつないで市職員と相談が

出来るようになっている。 

※そのほか、議題以外の分野の質問も出されましたが、割愛しております。 


